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生産部 佐藤 弘 
 

 おおかたの鳥は夫婦が共同で子育てにあたる。 
身近なツバメを例に挙げると、巣作りは一緒、抱卵は交替、 
そしてヒナへの給餌も共同である。 

ところが、本種のオスはその全てをメスに押し付けて一切

手伝わないという。羨ましいと言うか、あっぱれいい度胸と

言うか、とにかく不思議に思っていた。 
 私が参加する調査地は新潟市関屋海岸保安林と言い、県庁

から直線でものの 1km 程の砂防林である。 
木陰の中を、散策やジョギングを楽しむ市民が訪れる。ここ

数年、一帯で本種が繁殖し始め、03 年と 04 年の夏には巣立

ちビナに標識を装着した。 
 繁殖期さ中のオスもカスミ網(密漁でない事は先述の通り)
に掛かる様になり、捕らえてみて驚いた。 
脚の爪が格段に鋭くなっていて、爪をたてられると敏感な指

先に突き刺さり、大の男が悲鳴をあげる。 
小形種のタカやフクロウ程に握力がない分傷は浅いが、以来

女性はこの時期のオスには触れたがらない。 
 オスはこの爪を武器に、巣に近づく天敵・ヘビを撃退して

巣を守ると考えられる。更に、ネコやタヌキなどの敵の注意

を自分に引き付け、巣のありかを悟られない様に、日がな一

日さえずりながら縄張りをパトロールすると私は見る。危険

が迫れば｢谷渡り｣と呼ばれるけたたましい警戒音で、メスや

ヒナに姿を隠す様に促す。 
人知れず、体を張ってやるべき事はきっちりとやっていた訳

で、ノーテンキな道楽亭主ではなかった。 
 だが、オスが子育てに全く参加しない(できない)最大の理

由は、本種が一夫多妻である事を後で知った。 
危険が多い地上近くの(主としてササ)藪で繁殖する本種の繁

殖戦略は、オスは専守防衛に徹し、メス達が子育て全般を受

け持つ分業だった。 
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こ
ん
に
ち
は
。 

 
 

私
の
会
社
に
時
折
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
の
営
業
さ
ん
が
訪
ね
て
き
ま
す
。
（
興
味
の
あ
る
公
開
セ
ミ
ナ
ー
に
は 

 

参
加
し
て
い
る
も
の
の
、
会
社
自
体
を
み
て
も
ら
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
）
先
日
も
や
っ
て
き
て
、 

 

雑
談
を
交
え
な
が
ら
セ
ミ
ナ
ー
の
案
内
な
ど
の
情
報
も
得
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
な
ん
の
き
っ
か
け
か
ら
だ
っ
た
か 

話
が
日
本
酒
の
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
（
ま
ぁ
当
社
に
来
れ
ば
当
然
酒
の
話
に
な
り
ま
す
が
…
）
よ
く
あ
る
話
な
の
で 

す
が
、
彼
が
大
学
生
の
こ
ろ
、
な
ん
の
銘
柄
か
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
酒
を
わ
け
わ
か
ら
ず
に
飲
ん
で
翌
日
ひ
ど
い
目

に
あ
い
、
そ
れ
以
来
日
本
酒
が
苦
手
に
な
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
卒
業
し
て
就
職
し
た
先
の
地
元
の
酒
を 

再
び
飲
ん
だ
と
き
、
び
っ
く
り
し
た
と
い
う
の
で
す
。
「
日
本
酒
っ
て
こ
ん
な
に
美
味
し
い
ん
だ
！
じ
ゃ
あ
学
生
の
と 

き
に
飲
ん
だ
あ
の
酒
は
一
体
？
？
」
そ
れ
以
来
日
本
酒
が
好
き
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
日
本
酒
と
言
う
と
、
「
甘
い
、 

ベ
タ
ベ
タ
し
て
い
る
、
悪
酔
い
す
る
」
と
酷
い
評
価
を
聞
く
た
び
に
日
本
酒
好
き
な
私
は
「
本
来
は
そ
う
じ
ゃ
な
い 

は
ず
な
の
に
、
出
会
い
方
が
悪
か
っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
思
い
ま
す
。
（
か
く
い
う
私
も
学
生
時
代
に
一
度
エ
ラ
イ
目
に 

遇
い
ま
し
た
が
…
。
自
業
自
得
と
も
言
え
る
）
ス
キ
ー
も
最
初
に
行
っ
た
と
き
に
お
天
気
が
良
く
て
見
渡
す
景
色
の 

素
晴
ら
し
さ
に
出
会
っ
た
人
は
ま
た
来
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
悪
天
候
で
寒
く
て
怖
い
思
い
を
し
た
人
は
も
う
行
か 

な
く
て
も
い
い
！
と
思
う
と
い
い
ま
す
。
要
は
最
初
の
出
会
い
が
と
て
も
大
切
な
わ
け
で
す
よ
ね
。
ま
た
、
た
と
え 

最
初
の
出
会
い
が
悪
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
払
拭
す
る
何
か
に
出
会
え
ば
全
く
変
わ
る
。
潜
在
的
な
顧
客
は
、 

ま
だ
ま
だ
沢
山
い
る
と
思
う
の
で
す
。
お
い
し
い
お
酒
の
呑
み
方
と
そ
れ
に
合
う
料
理
の
セ
ッ
ト
提
案
、
音
楽
、
楽

し
い
会
話
。
五
感
の
す
べ
て
で
日
本
酒
と
ふ
れ
あ
え
る
よ
う
な
仕
掛
け
を
す
る
こ
と
で
日
本
酒
フ
ァ
ン
を
増
や
し
ま 

せ
ん
か
？
？
一
人
で
は
無
理
な
ら
二
人
で
、
二
人
で
も
無
理
な
ら
も
っ
と
多
く
の
志
を
同
じ
く
す
る
仲
間
と
共
に
。 

 

日
本
酒
業
界
全
体
の
底
上
げ
が
、
ひ
い
て
は
自
社
の
繁
栄
に
つ
な
が
る
…
。
（
つ
い
で
に
当
社
も
助
か
る
…
こ
れ
は 

余
計
な
こ
と
で
し
た
！
失
礼
！
）
と
に
か
く
…
顔
晴
り
（
ガ
ン
バ
リ
）
ま
し
ょ
う
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淡
雪
酒 

お
酒
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
？ 

お
酒
を
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
状
に
す

る
だ
け
で
す
。
淡
雪
の
よ
う
な
お
酒
を
ス
プ
ー
ン
で
す
く
っ
て

涼
し
く
い
た
だ
き
ま
す
。 

雪
国
に
い
る
よ
う
な
気
分
を
楽
し
ん
で
下
さ
い
ね
。 
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  第 5 話   

 
新洋技研工業(株) 取締役会長 大辻英郎 

 
      25 年も前の事、吟醸仕込を庫に入って見学していました。 

気温が高く、雪も降らない、冷房装置もない、製氷機もない、その環 
境の中で杜氏さんが急ぎ角氷を買ってきて割って冷温器に入れてモロ 
ミの中に沈めていました。 
あるところでは、雪を山から採ってきて、ジャケットタンクに詰め 

込んでいました。何でこんなに大変な作業をするのだろうと思ったの 
がジャケット循環用の冷水機、名付けて吟醸冷却機の製作につながり、 
更にタンクと温度コントローラーを一体化したサーマルタンクの開発 
につながり今では年々温暖化する気候の中で、仕込にも貯蔵にも必要 
な装置として 4000 本を納入させていただいております。 
 

ビン詰め待ちタンクにも、ビン詰め後の残酒も 
冷却して保全されております。 

お手持のタンクもサーマルタンクに変身させていただきます。 
次号へつづく 

                   

                
               越後国に伝わる珍しいことがら七つ集めました 
5. 逆さ竹(さかさダケ) 天然記念物 
 枝が下向きに生えるタケ。 
 親鸞聖人が布教につとめられたとき、持っておられた紫竹の杖 
を地に挿し仏縁を説かれたところ、不思議にも、この枯竹より 
芽を生じ、しかも逆さに枝葉が出て繁茂し立派な竹藪になった 
と伝えられています。 

 

東欧からの旅人          生産部 島貫 修一 

 
Marta Królak(マルタ クルラク)はポーランドの女子大生。 

ある夏の夕方、彼女がホームステイしている家に他の友人達と集まり、にぎやか

に飲んで食べておしゃべりし、ホームパーティを楽しんだ。会話は日本語と英語

とポーランド語の混合だったが、英語という共通の言葉があるので、特に不自由

はなく話しが弾んだ。そして初めて生のポーランド語を聞いた時の印象は、「ロ

シア語に似ている」だった。どちらもスラブ系の言語なのだから当然だが、発音

するのに唇が忙しくリズムも早いので同じように聞こえる。何も知らないで聞い

ていたら、ロシア語だと思ったかもしれない。 
ポーランド人のMartaの容姿も、私達がイメージする欧米人とは微妙に異なり、

ゲルマンとスラブの血を感じる顔立ちをしていて、ドイツとロシアに挟まれた歴

史を思わせる。パーティの途中で彼女に浴衣を着せ、近所の夜祭りを一時間程見

物してから戻り、再び話しの花を咲かせて夜遅くまで過ごしたが、彼女は疲れも

見せず食欲旺盛だった。 
夏になり夜祭りが近づくと、初めて浴衣を着せられて立ち振る舞いに戸惑いな

がらも、料理の中のじゃがいもを好んで食べていた Marta を思い出す。 
Jak sie pani ma ? （ヤク シェン パニ マ：元気ですか） 

 

 「皆が…」の言葉に注意！ 
 よく国会でも「国民が」と言うことがあります。それを聞く度に「え？私

はそんなこと思ってないけど？」なんて思わず突っ込みを入れたくなるので

すが、身近なところでも似たようなことって結構ありませんか？「皆がそう

言っています！」とか「皆がそう思っています」と言うけれどその実は一人

か二人が言っていたことが＝「全員」になっていたりする。少数意見が正し

いときもありますが、決して「全員」  の意見ではない。この表現は判断 
を   誤ることになりかねない    ときもあるので、注意が必要 

です。「でも皆が、って言った  ほうがインパクトが強いん 
じゃない？」と思っても言われる側になると、結構困りますよ～ (^.^; 


